
運用緩和③

A 　　年　　月 令和元年10月

① 　　年　　月 令和元年11月

② 　　年　　月 令和元年12月

（１）最近１か月間の売上高等の減少率

最近１か月： A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円 （←申請書のA欄へ記入する金額）

B＝③　　　　　　　　 　 　　　　　　　円 （←申請書のB欄へ記入する金額）

C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円 （←申請書のC欄へ記入する金額）

減少率（実績）の計算

（２）最近３か月間の売上高の実績見込みの減少率

今後２か月： D＝①＋②　　　　　　　　　　　　　　円 （←申請書のD欄へ記入する金額）

減少率（実績見込み）の計算

（３）今後２か月間の売上見込みの算出根拠
（なぜその見込み金額になったのかを出来るだけ具体的に記載すること）

上記の売上高等の記載事項については、当社の社内管理資料の内容と相違ありません。

令和　　　年　　　月　　　日 社名・代表者名・法人実印（個人事業者は代表者実印）

㊞

売上高及び売上見込み明細表
(セーフティネット保証４号 認定申請書付属資料)

最近（最近１か月の実績と今後２か月の見込み） 前年10月から12月（売上高実績）

円　　　 円　　　

円　　　 円　　　

円　　　 円　　　

　合計 円　　　 ③　合計 円　　　

令和元年10～12月
合計：

令和元年10～12月
平均：

B　　　　　　　　　円　ー　（　A　　　　　　　　円　＋　D　　　　　　　円　）
×100＝

B　　　　　　　　　　　円
申請書へ記入する実績見込み減少率

C　　　　　　　　　　　　円　　ー　　A　　　　　　　　　　　　円
×100＝

C　　　　　　　　　　　　　円
申請書へ記入する減少率

（4号認定：20％以上の減少であること）

（4号認定：20％以上の減少であること）

小数点第３位以下を切り捨て

％

小数点第３位以下を切り捨て

％


